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７
月
か
ら
「
湖
南
を
知

る
会
」
も
始
ま
り
ま
す
。
講

座
は
、
毎
月
第
一
土
曜
日
で

す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
鹿

角
市
先
人
顕
彰
館
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 
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講
座
で
紹
介
さ
れ
た
『
関

村
ミ
キ
の
料
理
帳
』
の
中
か

ら
〝
カ
レ
イ
〟
を
作
っ
て
み

ま
し
た
。
明
治
初
期
に
は
カ

レ
ー
粉
が
英
国
か
ら
輸
入
さ

れ
て
い
て
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー

を
提
供
す
る
店
も
あ
り
ま
し

た
。 

 

料
理
帳
で
は
、
具
が
香
味

野
菜
と
肉
の
み
で
、
ス
ー
プ

の
よ
う
な
仕
上
が
り
で
す
。

作
り
方
は
、
刻
ん
だ
香
味
野

菜
を
バ
タ
ー
で
炒
め
カ
レ
ー

粉
を
加
え
ま
す
。
さ
ら
に
お

湯
と
肉
を
加
え
、
火
が
通
る

ま
で
煮
ま
す
。
味
は
、
塩
の

み
で
と
と
の
え
、
仕
上
げ
に

コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
を
入
れ

ま
す
。
シ
ン
プ
ル
な
レ
シ
ピ

で
す
が
、
ス
パ

イ
シ
ー
で
香
り

も
よ
く
、
と
て

も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。 

 

―
人
物
事
典
講
座
― 

  

今
年
度
一
回
目
の
講
座
は
花
輪

六
日
町
出
身
の
「
関
村
ミ
キ
」
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

前
半
は
阿
部
安
男
氏
が
講
師
と
な
り
、
「
関
村

ミ
キ
」
の
生
い
立
ち
や
功
績
を
紹
介
。
二
十
歳
で

上
京
し
た
ミ
キ
は
、
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現
・

お
茶
の
水
大
学
）
に
入
学
。
翌
年
、
東
京
帝
国
大

学
（
現
・
東
京
大
学
）
の
学
生
だ
っ
た
江
渡
狄
嶺

（
え
と
て
き
れ
い
）
と
学
生
結
婚
し
ま
す
。
お
互

い
生
家
の
姓
を
守
る
た
め
夫
婦
別
姓
を
貫
き
ま
し

た
。
ふ
た
り
は
「
百
姓
の
生
活
が
一
番
正
し
い
」

と
い
う
信
念
の
も
と
、
東
京
の
高
井
戸
村
で
農
業

生
活
を
実
践
し
ま
す
。
没
後
、
遺
品
の
中
か
ら
発

見
さ
れ
た
日
記
や
記
録
は
戦
前
の
女
性
史
の
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

後
半
は
佐
藤
明
子
氏
が
講
師
と
な

り
、
『
関
村
ミ
キ
の
料
理
帳
』
を
紹

介
。
こ
れ
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た

ミ
キ
の
学
校
時
代
の
ノ
ー
ト
に
記
さ

れ
て
い
た
、
洋
食
や
ス
イ
ー
ツ
の
レ

シ
ピ
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

明
治
の
女
子
学
生
が
書
き
残
し

た
レ
シ
ピ
。
実
際
に
作
っ
て
み

た
様
子
が
紹
介
さ
れ
る
と
「
家

で
作
っ
て
み
る
」
と
い
う
参
加

者
の
声
も
！ 

ほうれんそうスープ 
ベーキンパーダー 
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